
 

  

 

 

  

教育の未来をのぞく、非常に濃密な一日〜全国大会に向けて、授業改善のゴールを共有〜 

今年度、本校が属する中学校区は「視聴覚教育総合全国

大会・放送教育研究会全国大会」にて授業を公開いたしま

す。これに向け、4月 24日に枚方市教育委員会や渚西中

学校区の先生方をお迎えし、札幌国際大学の安井政樹准

教授（文部科学省学校 DX 戦略アドバイザー）による非

常に濃密な講演・研修会を開催しました。 

 安井先生からいただいた、これからの教育のカタチに

関するお話を、保護者の皆様にもご紹介いたします。 

 

1. 日本の「当たり前」を問い直す 

海外の事例を引き合いに、教室の「当たり前」に一石を

投じるお話がありました。例えば「全員の机の高さが同

じ」ということ。これは対話よりも管理を優先しているのではないか、という視点です。子ども

たちがリラックスし、友達と顔を見合わせて「これ見て！」と言い合える環境づくりこそが、学

びの第一歩であると再確認しました。 

 

2. 生成 AIと「包丁」の教育 

話題の生成 AIを、安井先生は「包丁」に例えられます。 

「包丁は美味しい料理にも使えますが、人を傷つけることもで

きる。AI も同じで、テクノロジーそのものが悪いのではなく、

それを使う『心』を育てることが最も大切です」 

 ネット上の「いいね」を追うよりも、「リアルな自分の成長」を大切に思える心を育ててまい

ります。 

 

3. 「答えを教えない」ことが、当事者意識を育てる 

 北海道のヒグマ出没のニュースを題材に、「なぜ街に出てきた

のだろう？」と大人がすぐに答えを与えず、子どもと一緒に問

い続けることの大切さを学びました。これが、社会の問題を「自

分事」として捉える「優しい心」と「考える力」につながりま

す。 
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4. 放送教育（テレビ番組）の意外な力 

 NHKの「がんこちゃん」などの教育番組をクラス全員で見て、

同じ瞬間に笑ったり驚いたりする「共同体験」は、クラスの絆

を深めます。 

 研修前の５時間目に安井先生に全クラスの授業を見ていただ

き、６時間目に 6 年生の社会科ではモデル授業を行っていた

だきました。子どもたちが目をキラキラさせて身を乗り出す姿

は、まさに私たちが目指す教育の姿でした。今後も「対話の練習」「主体的な学び」「ICT の

正しい活用」を軸に、授業改善を進めてまいります。 

 

５．6月は「子どもの安全確保推進月間」です〜自分の身は自分で守る〜 

今から 25 年前、平成 13 年 6 月に起きた大阪教育大学附属池田小学校の事件を教訓に、大

阪府では毎年 6月を「子どもの安全確保推進月間」と定めています。また、平成 30年 6月 18

日には大阪府北部地震も発生しており、今年も全国で地震が多く発生していることから、災害

への備えや心構えが不可欠です。 

 学校でも防犯・防災教育を通して万全を期してまいりますが、ご家庭でもこの機会に、危機

管理や「自分の身は自分で守る」ことについて、ぜひお子様とお話し合ってみてください。 

  

 〇大規模災害児童引き渡し訓練        日時： 6月 13日（土） 

保護者の皆様のご協力をよろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

熱中症に注意を！ ！ 

梅雨が明けると一気に気温が高くなります。水筒のお茶などは量を多め（余分にスポーツド

リンクを持たせ）にして、こまめに水分を取るようお声かけください。 

また、ランドセルをリュックサック等にかえることも可能ですので、必要に応じて使用して

ください。 

【お知らせ】今年度の委員任命について 

今年度の学校運営を支えていただく委員として、以下の方々に快諾をいただき、任命いたしまし

た。心より感謝申し上げます。 

・コミュニティスクール（学校運営協議会）保護者代表： 森本 晶子 さん 

・学校給食会 保護者代表： 野田 彩香 さん 

今年度も地域・家庭と手を取り合いながら、子どもたち一人ひとりの良さを伸ばしていく教育を

推進してまいります。どうぞよろしくお願いいたします。 

 


